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1 ．本書は北海道縦貫自動車道建設工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成

7年度に実施した豊浦町東雲遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2．平成7年度の調査は第2調査部第3調査課が担当した。

3~本書の作成にあたっては佐川俊一、玉邑肇章、立川トマスが担当した。執筆は、Ⅲ3

（2）、V2を玉邑肇章が担当し、その他は佐川俊一が行った。全体の編集は佐川俊一があ

たった。

4．放射性炭素による年代測定は、京都産業大学の山田治氏に委託した。

5．黒曜石製遺物の原材産地分析については、京都大学原子炉実験所の彙科哲男・東村武信

氏に委託した。

6．焼土出土の骨片の鑑定は千歳市教育委員会の高橋理氏に依頼した。

7．写真撮影は現地を佐川俊一が、遺物を立川トマスが行った。

8．石器などの石材鑑定とテフラの第1調査部資料調査課花岡正光が行った。

9．遺構の表記は、 P (士擴)、 F (焼土）の記号を用いて確認順に番号を付した。なお、F

－5とF－6は欠番である。

10．遺構の規模は、確認面での長軸×短軸／底面での長軸×短軸／確認面での最大深(m)

である。

11.実測図の縮尺は原則として以下のとおりであるが、適宜変更したものもある。

遺構： 1 ：40土器1 ： 4土器拓影1 ： 3 剥片石器1 ： 2礫石器1 ： 3

12.土層の表記は基本士層についてはローマ数字で、士塘、焼土の層位についてはアラビア

数字で示した。風倒木痕はFTの略号で示した。

13． 出土資料は豊浦町教育委員会が保管する。

14.調査にあたっては、下記の機関および人々の御協力、御助言をいただいた（順不同、敬

称略)。

豊浦町教育委員会、虻田町教育委員会角田隆志、伊達市教育委員会大島直行、大泰

司統、平取町教育委員会森岡健治、旭川市教育委員会瀬川拓郎、友田哲弘、北海道開

拓記念館平川善祥、右代啓視
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I 調査の概要

1 ．調査要項

事業 名：北海道縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査

事業委託者： 日本道路公団札幌建設局

事業受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遣跡名：東雲遺跡（北海道教育委員会登載番号: J-05 16)

所在地：虻田郡豊浦町字東雲町81 1ほか

調査面積： 5，670㎡

調査期間：平成7年4月1日～平成8年3月31日 （発掘期間: 5月8日～10月31日）

2．調査体制

理事長：伊藤一夫

專務理事：佐藤哲人

常務理事：中村福彦（～5月31日）

〃 ：森田知忠（6月1日～）

ノノ ：柴田忠昭（4月20日～）

業務部長：山内清志

第2調査部長：鬼柳彰

調査第3課長：佐川俊一（発掘担当者）

文化財保護主事：玉邑肇章（発掘担当者）

3．調査にいたる経緯

日本道路公団が建設を進めている北海道縦貫自動車道日本道路公団が建設を進めている北海道縦貫自動車道（函館～稚内、 643km)のうち、現在供用され

ているのは道央部の虻田洞爺湖インターチェンジ～旭川麿栖インターチェンジ間270.2kinである。これ

より南については整備計画（昭和61年1月、平成元年1月）、施工命令（昭和63年11月）のもと順次

建設工事が行われている。

これらの道路建設工事に先立つ埋蔵文化財の調査は、所在確認調査、範囲確認調査が北海道教育委

員会によって行われている。豊浦町の遺跡については平成3年9月から範囲確認調査が始められ、 こ

の結果にもとづいて発掘調査の必要な範囲が決定された。

東雲遺跡は平成2年7月、同6年10月の範囲確認調査により4,800㎡発掘調査が必要と判断され、平

成7年5月から財団法人北海道埋蔵文化財センター（以下、センターという）が調査を行うこととなっ

た。

調査期間中の平成7年8月、 日本道路公団から北海道教育委員会に対して、工事区域の変更に伴う

再協議があった。道教委は8月28日範囲確認調査を実施し、 1，200㎡について追加発掘調査が必要と

判断した。 9月8日道教委はセンターに対して発掘調査の追加の検討を要請、センター側では調査が

可能と判断し追加部分についても発掘することとなった。

4．調査結果の概要

東雲遺跡は豊浦町の市街地から北東へ約1km、標高約103～115mの西方に面した緩斜面上に位置す
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る。背後には標高400m前後の山地があり、遺跡はその崖錐堆積物上に立地する。道路用地となる以前

はおもに畑地として利用されていた。本遺跡発見のきっかけとなったのは、今回の調査地点より斜面

下方、標高100m前後の農家の畑で耕作時に石斧が発見されたことによるものである。

遺構は竪穴状遺構1基土壌1基、焼土6カ所である。竪穴状遺構は調査区の斜面中位よりやや上

部で検出した。平面形は隅丸長方形で東側がやや張り出す。大きさは3.5×2．6×0.5m(確認面での

長軸×短軸×深さ）である。床面よりやや上位から縄文時代中期末の煉瓦台式土器の破片が出土した

ので、遺構の時期も同時期と思われる。土壌は斜面下位の北側で検出した。平面形はほぼ円形、大き

さは0.5×0．55×0. 1m(確認面での長軸×短軸×深さ)、時期は不明である。焼土は6カ所検出した。

いずれも斜面中位より上に分布し、焼土のみが堆積するものは少なく、焼土粒の分布するものが多い。

遺物は縄文時代中期末から後期前半にかけての土器、石器など34,652点が出土した。その内訳は土

器約26,651点、石器等8,001点である。土器は縄文時代中期末の煉瓦台式、後期前葉の入江式、後期

中葉の手稲式、ホッケマ式が多く出土している。 このほか少数ではあるが縄文時代中期中葉から後半

のサイベ沢Ⅶ式、天神山式、見晴町式、柏木川式、北筒式も出土している。土器の分布はおおまかに

斜面上位で中期末が、斜面中位から下位にかけては後期前半のものが出土するようである。

石器等は石鰄、つまみ付きナイフ、スクレイパーが多く、石槍、石錐、石斧、たたき石、すり石、砥

石、台石、石皿は少ない。特徴的な石器としては三日月形石器、オロシガネ状石製品がある。剥片石

器の石材には黒曜石が多い。当センターが高速道路関連で平成5年から調査を行っている豊浦町高岡

1遺跡では地元の豊泉産のものを多用しているが、東雲遺跡ではごくわずかしか出土していない。 こ

れは遺跡の主体となる時期が異なるためかと思われる。 （佐川俊一）

表1－1 出土遺物点数一覧

その他｜合計包含層遺構｜包含層｜その他｜合計 分類記号 遺構分類記号

48

30

ⅣA

VA

ⅥA

ⅦA

ⅧB

XA1

XA2

XB

XIA1

XIA2

XIB

礫

土製品・石製品

48

30

5

4541

133

10

895

16683

1418

2704

3

5

4582

133

10

908

16760

1418

2829
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２

３
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ａ
ｂ
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ｂ
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ａ
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Ⅲ
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Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

不

1弓

l（24

５５

1818

5５２

２

１

１

１

５
６
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166
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12

6819

90

15

374

162

53

1O

12

6791

86

15

４

１

１２

３

２１３

土器計 51 1 26,392 1 208 1 26,651
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６

７

５

５

７

３

１

１

０

１

１

173

36

17

16

109

７IA

IB

ⅡA

ⅢA

lllB

1

I

石器等計

遺物合計

11 7,954 36 8,001

62 34，346 244 34，652

１

４

２



Ⅱ遺跡の位置と環境、周辺の遺跡

1 ．位置と環境

豊浦町は北海道の西南部、胆振地方の北西端に位置する。南は内浦湾（噴火湾）に面し、天気の良

いときには対岸に渡島富士とも呼ばれる駒ケ岳(1, 133m)を眺望することができる。海岸線に沿って

東は虻田町、西は長万部町、北東部は洞爺村、昆布岳連山を境として真狩村およびニセコ町、北西部

は昆布川に沿って黒松内町、また蘭越町に接している。面積は233,54ki、東西約16km、南北約14.5

kmである。町内は北は昆布岳(1045. 1m)を最高峰として標高800～1000mの山岳地帯、南西部は標
いつきくつ おふきし れぷんげ

高400～500mの山林地帯であるほかは200m前後の台地が多い。東から貫気別川、小鉾岸川、礼文華

川が南流して内浦湾に注ぐ。河川流域には水田が広がり、台地上は畑作、牧畜に利用されている。海

岸線は約21kmに及び、奇岩、怪石、岩場に富む恰好の釣場となっている。津軽海峡を通過して流れ込

む、対馬暖流の影響を受けて、冬でも穏やかな暖かい気候である。一方、北方の山岳地帯では内陸性

気候の影響を受ける。

年間の平均気温は7.6℃、 8月は19.7℃、 1月は 4.7℃・年間の降水量は1,564mm、降雪量は平均

90cm前後である。初霜は9月上旬、初雪は10月下旬である。

町名の豊浦は昭和7年に付けられたもので、それまでは弁辺（ベンベ） というアイヌ語で、現在、弁

辺川というj| |名にその名が残っている。この川は虻田町と豊浦町の境の標高約300mの山地から急斜面

を西流し、豊浦駅の南側を通って豊浦漁港に流れ込んでいる小川である。山田秀三の「北海道の地名」

図Ⅱ－1 遺跡の位置（この図は、国土地理院発行2万5千分の1地形図「大岸」 「豊浦」を複製
したものである｡）
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(1984 山田）によると 「(弁辺川の）川筋泉が多く、あっちやこっちに、ちょろちょろと流れていた

という。 （中略）ベンベはpe-un-pe (水．ある・処)、 pe-pe-nai (水・水・川)、 pe-pe (水・水）から

来た名だったらしい｡」東雲遺跡の周辺でも雪解け後の5月と雨が降り続いた後などには、斜面から水

がしみだして小さな流れとなっていた。

ちなみに、豊浦という地名は「農水産物が豊かで、かつ内浦湾に面している」 ことから名付けられ

たそうである。 (1982町勢要覧）

2． 周辺の遣跡

図Ⅱ－3は埋蔵文化財包蔵地調査カード（北海道教育委員会作成)、 「豊浦町史」 （豊浦町 1972)な

どをもとにして作った東雲遺跡周辺の豊浦町（一部)、虻田町の遺跡分布図である。

この図から時期別に遺跡をみていくと、以下のようになる。

縄文時代早期の遺跡には豊浦町のアルトリ、勝木、大和、高岡1遺跡がある。

前期になると内浦湾沿岸には貝塚の形成をみるが、豊浦町内では貝塚は未確認である。

中期には高岡1、東雲、勝木、アクンナイ川、アルトリ遺跡がある。

後期には豊浦町では東雲、高岡1 、高岡2、西川、桜、アカ川、アクンナイ川遺跡が、虻田町では入

江、高砂遺跡がある。晩期の遺跡には豊浦町勝木遣跡、虻田町高砂遺跡がある。

続縄文時代の遺跡には豊浦町高岡1遺跡、虻田町入江2遺跡、擦文時代の遺跡には虻田町入江2遣

跡がある。

表Ⅱ－1 豊浦町（－部）の遣跡

所在地遺跡名 慨番号 要

大和遺跡

西川遺跡

勝木遺跡

桜遺跡

高岡1遺跡

高岡2遺跡

アカ川遺跡

ｱｸﾝﾅｲ川遺跡

東雲遺跡

アルトリ遺跡

大和127-1

桜303

桜1382ほか

桜138-5

高岡57 1ほか

高岡74-2ほか

浜高岡

舟見町131-lほか

東雲町83-1ほか

旭町86

縄文時代早期、条痕文士器出土の記録あり。

縄文時代後期。

縄文時代早期～晩期、広範囲におよぶ包含層。

繩文時代後期。

縄文時代早期～続縄文時代、 1993～95年発掘調査。

縄文時代後期、 1995年発掘調査。

縄文時代後期、海岸に沿う広い範囲。石槍が多い。

縄文時代中期・後期、石斧、石槍が出土。

縄文時代中期・後期、 1995年発掘調査。

縄文時代早期・中期、アルトリ式土器の標識遺跡。

1

2

３

４

５

６

７

８

９

岨

表Ⅱ－2虻田町の遣跡

所在地遺跡名 慨番号 要

字清水9-7

高砂町52-2

高砂町44-2ほか

字入江190-19ほか

字入江3-1ほか

清水遺跡

高砂遺跡

入江3遺跡

人江遺跡

入江2遺跡

縄文時代中期～晩期の遺物包含地。

縄文後期の貝塚と晩期中葉の墳墓群。

縄文期の住居跡。

縄文後期初頭の貝塚遺跡。入江式土器の標識遺跡‘

縄文中期末、恵山、続縄文、擦文の遺物包含地。

１

２

３

４

５

１

１

１

１

１
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｢虻田」を複製縮小し図Ⅱ－3周辺の遠跡（この図は国土地理院発行5万分の1地形図「豊浦」

1 ． 2の番号と一致する｡）たものである。図中の番号は表Ⅱ
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Ⅲ 調査の方法、遺物の分類

1 ．調査の方法

発掘区の設定現地調査の基本図は北海道縦貫自動車道工事予定図(1,000分の1)を使用した。

発掘区の設定は工事予定（下り車線）中央線のSTA421、 STA422をそれぞれM-40，M-50と

する。これを基軸線として10mの方眼を設定する。この10m方眼は、北端の交点のアルフアベットと

数字の組合せで呼称される（例:M-50)。 さらにこの10m方眼を5m四方に分割し小発掘区とした。

小発掘区は反時計まわりに北端からa, b, c, dと呼称する （例:M-50-a)｡

なお、基軸線に用いた点の平面直角座標は第XI系、座標の成果は以下のとおりである。

STA421 :X= 157,098.0631 Y=39,271．2670

STA422 :X=-157, 183.4297 Y=39,323.3134

調査予定地の遺跡内容の推定平成6年、北海道教育委員会によって行われた範囲確認調査の結果

から、以下のように推定された。

遺跡の主たる時期は縄文時代中期中葉で、 このほかに同前期もしくは後期中葉の士器が出土してい

る。礫石器としてすり石や台石が出土していることから、住居跡の検出が予想される。

発掘の手順と遺物の取上げまず、当初の発掘範囲(4,800㎡）であるおもにJライン以西全体を対

象として5m四方の小発掘区(aグリッド）を一つおきに開けていく25%調査を実施した。 これをも

とに遺構・遺物の分布状況を推定した。工事工程上、Mライン以西の区域を優先的に調査した。その

後、 48ライン以北、 48ライン以南の順に調査した。明らかな盛り土は建設用重機を使って搬出したが、

それ以外は基本的に人力による手掘り作業を行った。途中、 48ライン以南の25％調査対象以外のI層

(耕作士、表土）については、遺物が希薄なことから、盛り土同様に建設用重機により搬出した。人力

による手掘り作業は小発掘区ごとにスコップ、ツルハシ、移植ゴテ、竹ベラなどにより遺物の多寡、土

居の変化をみきわめながら発掘調査を行った（包含層調査)。

塁～た44 輻妬 47 妃 49 釦 51 52 53

G | , | |

/一弐三謹琴蕊奉テー
ゼ 〔
“ ｜ ミ~ ／

： 1 希｛

： ~豆尋＜_／

囚囚寸

鶚

－－～
－－全

。～‐

～空
～、－
－

／
／

ノ
〆

の
囚
寺
○

〆

I

、、 要牙一 |~~､~｢--十--.-"-Jヨー
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’

図Ⅲ－1 発掘区の設定（ドット部分は追加分の調査区である）
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遺物は出土状況に応じて位置や出土層位を記録して発掘区ごとに取り上げた。出土層位別にはI層

出土のものは小発掘区ごとに、遺物包含層であるⅢ層、Ⅳ層出土のものは小発掘区のなかでの遺物の

位置を記録してから取り上げた。また比較的遺物がまとまった状態で出土した場合には出土状況図を

作成してから遺物を取り上げた。微細遺物の密集部分（フレイク・チップ°集中、焼土など）では土壌

ごと取上げて、水洗選別により遺物を回収した。

25％調査、包含層調査の時点で住居跡や士曠などの遺構を推定できたときは、その平面形の長軸､短

軸方向に士層観察用のセクションベルトを残して掘り下げ、遺構調査を行った。

遺物整理の方法出土遺物は野外の発掘作業と並行して現地で水洗・注記作業を行った。小片ある

いは微細なものを除き大多数の遺物には遺跡名、発掘区、遺物番号を注記した。現地では遺物収集帳

の点検・補正、大まかな遺物分類を行った。

冬期の室内整理作業では土器の接合・復元、石器の接合、土器・石器の実測・ トレース、遺物の集

計および記録類の整理を行った。土器の接合・復元作業では復元土器の個体別に接合した土器片の出

土位置を図化し、その接合関係を検討した。 （佐川俊一）

2．土層の区分（図Ⅱ1 2～5、図版5 1～3）

25％調査の終了後に遺跡の基本土居について検討し、最終的には

下のように決めた。縄文時代の遺物包含層はⅢ層とⅣ層であるが、

期差は認められなかった。

I-48-a杭付近の北壁面を基準に以

遣物の出土状況から二つの層に時

I層：耕作士、表土

Ⅱ層：黒褐色士（耕作士下位のⅡ層は中位に明黄褐色火山灰を挟む

ことが多いので、 この火山灰と火山灰を挟む上下の層の大ま

かに三層に分けた。また、 Ⅱ層中には数枚の火山灰の層が認

められるが、最も下位にある駒ヶ岳起源のKo-dより上位

のものは有珠山起源のUs-b期以降のテフラと推定され

た｡）

Ⅱ－1層：黒褐色士（上部に灰白色の砂質火山灰が分布することが

多い｡）

Ⅱ－2層：明黄褐色火山灰(Hue2.5Y5/4)

Ⅱ－3層：黒褐色士（Ⅱ－2層の直下には炭化物を含むことが多

い。 この炭化木片の14C年代測定を依頼したところ660

~140BP (KSU-2624) という結果を得ている。下位には

稀に黄色みがかった灰白の火山灰が分布するが、 これ

は駒ヶ岳起源のKo-dに対比されるらしい｡）

Ⅲ層：灰黄褐色土(HuelOYR3/2)Ⅳ層より粘性が少ない。径101nm以

下の礫を密に、径5～20cmの礫をわずかに含む。縄文時代の

遺物包含層。

Ⅳ層：黒褐色土(HuelOYR2/2)粘質士。径10mm以下の礫を含む。径

5cm以下の礫をわずかに含む。縄文時代の遺物包含層。

V層：にぶい黄褐色士(HuelOYR5/4)粘質士。Ⅵ層の漸移層。径10

、／ 、／ 、ノ 、ノ 、ノ 、／

I

灰白色砂質火山灰
1

~孟三豆-----1-

、－2
一一 一

n S

〆

>皇Ko-d-C、
州

Ⅲ

1V

V

Ⅵ

｜ l

図Ⅲ－2 土居模式図
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mm以下の礫を含むが、Ⅵ層ほど多くはない。

Ⅵ層：褐色土(HuelOYR4/4)径10mm以下の礫を多く含む。

径50cmほどの大礫をまれに含む。

44 45 46 47 48 49 50 51 52 53

G

一勺一一ヨーーーL

|_uと
P

」

遺物包含層であるⅢ層とⅣ層については､時期差があるの

か詳細に検討しなければならないが､現場の調査段階におい

ては土層により遺物の時期差は認められなかった｡遺物の接

合関係によればかなり離れた地点のものが接合しているので

水などの自然営力により遺物がかなり移動させられているよ

うである。ただし、土器の摩耗状況は北西の斜面際から出土

したものを除いて文様が無くなるほどひどい状態ではなかつ

／

ぐ

／▲

:1-二t ／

１
Ｊ

■

、k
Q一

準一Iた。
同

図Ⅲ－3 土層断面位置図
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3．遣物の分類

（1）土器

本遺跡では縄文時代中期と同後期のものしか出士していないが、便宜的に縄文時代早期から晩期ま

でをそれぞれI～V群とした。 この各群にアルファベットを組合せ、前半(a類)、後半(b類)、あ

るいは前葉(a類)、中葉(b類)、後葉(c類）に分類した。文様の磨滅した破片もあり、それらを

類まで分け集計することは困難なことから、出土点数の集計は群までとし、類の記載は文様の明らか

な掲載資料に限ってそのつど述べることにした。

【I群】縄文時代前期の土器

【Ⅱ群】縄文時代前期の土器

【Ⅲ群】縄文時代中期の土器

a類：円筒上層式に相当する土器

a 1類円筒上層a式、同b式に相当するもの

a－2類サイベ沢Ⅶ式に相当するもの

b類：中期後半の土器

b－1類天神山式、見晴町式、大木8b式に相当するもの

b－2類柏木川式、大安在B式、大木9式に相当するもの

b－3類北筒式、 ノダップⅡ式、静狩式、煉瓦台式、大木10式に相当するもの

【Ⅳ群】縄文時代後期の土器

a類：余市式、手稲砂山式、 トリサキ式、大津式、 白坂3式に相当するもの

b類：ウサクマイC式、船泊上層式、手稲式、ホッケマ式に相当するもの

c類：堂林式、三シ谷式、湯の里3式に相当するもの

【V群】縄文時代晩期の土器

（佐川俊一）
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（2）石器等

石器等の分類については、定形的な石器をI～Ⅸ群に分け、石核・剥片類をn群、定形的な石器と

認定しがたい加工痕や使用痕のある剥片や礫をX群として、記号を用いて分類した。分類記号を用い

なかったものには、礫や士製品、石製品がある。なお、XA1、XA2の本文中や一覧表での名称に

は、 R･フレイク、U･フレイクの略称を用いている。

【I 群】 石雛・石槍類

A類石鑛

1 ：石刃鍼

2 ：長身のもの

3 ：薄身のもの

a ：柳葉形のもの

b :五角形になるもの

4 ：三角形のもの

a ：凹基のもの

b :平基のもの

5 ：木葉形のもの

6 ：菱形のもの

7 ：有茎のもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

B類石槍またはナイフ

1 :茎をもつもの

2 ：茎が明瞭にみられないもの

（木葉形･菱形のものを含む）

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

I腓A類

鱸
I l l I

譲墨愚〒”
<二＞

八

総

州

蝿

噂

５

八
幅
幽
岬
翻
一
聡

総
鯵
蝋
簿
一

畠

州

晶

織

意

へ

…胤

一

【Ⅱ群】

A類

石錐

石錐

1 ：刺突部を作り出したもの

2 ：棒状のものにつまみ部が作り出されたもの

3 ：棒状のもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

【Ⅲ群】

A類

つまみ付きナイフ・スクレイパ一

つまみ付きナイフ

1 ：片面全面加工のもの

（裏面の一側縁に刃部をもつもの）

2 ：片面全面加工のもの

3 ：片面周縁加工のもの

4 ：両面加工のもの

＜＞

II群

零繍瀞嬢嬢 ゞ
○ IIA2 11A3◇

IIAl

図Ⅲ－6 石器分類模式図(1)
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8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

B類スクレイパー

1 ：石くらと称されるもの

2 ：円形のもの

3 ：主に縦長で下端部に刃部が設けられるもの

4 ：素材の縁辺にえぐりを入れ、それを刃部と

しているもの

5 ：縦長で、側縁に刃部が設けられているもの

6 ：素材の形状を大きく変えていないもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

III群A知

一

懲り 鍵(蟻
一一IⅡA3

111群B類

鰯
ⅡIB5

懲総醤鱒
一

職蕊懲臘
= =,,,B6

【Ⅳ群】 石斧類

A 類石斧

1 ：擦り切り手法によって製作されたもの

2 ：部分的に磨かれているもの

3 ：全面磨製のもの

8 ：破片（細分の困難な破片） ・未成品など

B 類石のみ

【v群】

A類

たたき石

たたき石

1 ：棒状礫を素材としたもの

2 ：扁平礫を素材としたもの

3 ：円礫を素材としたもの

4 ： くぼみ石と称されるもの

Ⅳ群A頬【Ⅵ群】

A類

すり石

すり石

1 ：断面が三角形の礫の稜をすったもの

2 ：扁平礫を素材としたもの

3 ：扁平礫を半円状に打ち欠き弦をすったもの

4 ：円礫を素材としたもの

5 ：北海道式石冠と称されるもの

ﾘ愚
図、－7 石器分類模式図(2)

==NA3

【Ⅶ群】 台石もしくは石皿

A類台石・石皿

石鋸・砥石類

石鋸

1 ：石鋸

【Ⅷ群】

A類
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